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研究方法   
研究 1：プロポフォールによる全身麻酔下で管理される成人患者 65 名を対象と
した。Diprfusor®を用いてプロポフォールの予測血中濃度を 4.0 µg·ml-1 に設
定・投与開始し、麻酔深度の評価として Bispectal index(BIS)を記録した。投
与 15、30、60、90、120、150、180 分後に動脈血を採取し、プロポフォール血
中濃度を測定した。BMI <25 の非肥満群と BMI ≥25 の肥満群において、予測血
中濃度と実測血中濃度の誤差を表す median performance error(MDPE)と精度を
表す median absolute performance error(MDAPE)で評価した。また、BMI と実
測血中濃度との回帰分析の結果から実測血中濃度を 4.0 µg･ml-1 に維持するた
めに理想的な補正予測血中濃度を算出した。 
 






研究 1 において MDPE と MDAPE は肥満群で薬物動態モデルとして妥当とされ
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より受ける影響を body mass index (BMI)という視点から検討し、より患者条件を反映す
るプロポフォール投与システムを確立することを目的とした。BMI と実測血中濃度の回帰
分析の結果から実測血中濃度を維持するために理想的な補正予測血中濃度を算出し、補正
予測血中濃度を用いて肥満患者に投与を行い、その有用性について検討した。補正予測血
中濃度を用いて投与することで、肥満患者における予測血中濃度と実測血中濃度の解離を
改善し、より適切で安定した血中濃度を維持できる可能性を示すことができた。本論文は
学位論文として医学博士授与に値するとの評価を審査委員全員より頂いた。 
 
